


ⅱ）政治家への不信感・あきらめ感をなくしてゆくことも、 

    市民の手に「政治」を取り戻すためには必要です。富や  

    権力の為にではなく、市民の為に働き、「中原を選んで  

    良かった」と思っていただけるように、また、先頭に立 

    って吉川市・埼玉県の発展のために貢献できるように、 

    責任と誇りを持って政治活動を行っていきます！  

災災災害対策においては様々な面での準備、対応が必要です。吉川橋を

はじめとするインフラ面の確認、また避難場所・食料品・薬品など
の準備、医療・福祉・教育・心理分野などにおける 
緊急時の対応体制の整備、在住外国人向けの防災マ 
ップ作成、インターネットや防災無線による情報伝 
達手段の整備、国内姉妹都市提携による相互支援体 
制構築、etc…やるべきことは山ほどあります。 

ⅰ）吉川市・埼玉県の災害対策状況を確認し対応します。 

ⅱ）被災地へ向かいます。 

ⅲ）募金活動を行っています。 

北部市民サービスセンター 

に支援物資を届ける 

ご家族の団欒、ご友人とのお茶会、どんな所へで 

も伺います！ぜひ、お声をかけてください。そして 

「政治」を身近なものと感じてください！ 

ⅰ）お一人おひとりの声を、思いを、政治･行政に結びつける 

  ために、これからも定期的に駅前に立ち、そして様々な 

  所へ駆けつけます！また県政報告会、市民フォーラム等 

  を頻繁に行い、皆さんと意見交換を行います！  

議員報酬を社会に還元します！不登校・ひきこもり問題に取り組み

17年目。これまでの人生においても富や地位の為ではなく、青少年

や地域の為に私財を投じてＮＰＯ法人を設立し、活動 

を続けてきました。今後も、議員報酬を保育施設・教 

育相談体制の充実、医療・福祉情報誌の発行、高齢者 

の集う場所の設立、芸術・文化・スポーツの発信基地 

の設立などにあてていく予定です！  

子子子どもたち、高齢者への支援を大きな目的とし、被災地へ向かい

ます。子どもたちへの勉強道具・絵本・野球道具・サッカーボール
などから高齢者向けの本・ラジオ・将棋などを集め 
ています。ご協力ください。また共に現地に向かう 
仲間を募っています。現地での支援を通して、吉川 
市・埼玉県の災害対策の見直しを図ります。            

震震震災後から毎朝5時～9時まで吉川駅にて募金活動を行っていま

す。4月22日までの義援金総額は128万7526円。日本赤十字社65万

2278円、福島県災害対策本部22万2637円、宮城県災 

害対策本部23万2385円、岩手県災害義援金募金委員 

会18万222円という内訳でお届けしています。皆様の 

ご協力、本当にありがとうございます。  吉川駅での募金活動 

総合体育館に集まった支援物資 




